
１４日（火曜日）８月２００１年(平成１３年)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ラ
市
の
貧
困
地
区
の
カ
ト
リ
全
員
で
手
を
つ
な
い
で
平
和
を
支
部
を
持
ち
、
日
常
の
医
療
支
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ッ
ク
教
会
で
営
ま
れ
た
合
同
慰
誓
っ
た
。
「
宗
歓
心
を
大
切
に
援
の
ほ
か
地
震
や
津
波
、
洪
水
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霊
祭
に
臨
ん
だ
。
旧
日
本
軍
の
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
国
だ
け
な
ど
の
緊
ら
救
援
に
取
り
組
ん
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「
ゲ
リ
ラ
討
伐
」
の
名
の
も
と
に
、
日
本
か
ら
宗
教
者
慰
霊
で
き
た
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
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に
秀
。
賃
漂
に
葱
に
蒋
九
こ
占
諾
八
九
諾
回
姦
に
か
圭
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
だ
が
、
住
民
は
よ
う
だ
。
素
晴
ら
し
い
体
験
を
ず
、
ア
ジ
ア
の
視
線
を
自
覚
し

　
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
・
岡
山

市
）
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
大
き
な
犠
牲
を
払
っ
た
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
「
魂
と
医
療
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

名
づ
け
た
活
動
を
昨
年
か
ら
始
め
て
い
る
。
激
戦
地
だ
っ

た
地
域
へ
の
簡
易
診
療
所
の
開
設
と
毎
年
続
け
る
戦
争
犠

牲
者
の
慰
霊
。
戦
争
の
心
の
傷
い
え
ぬ
人
々
と
の
間
に
真

の
信
頼
を
は
ぐ
く
み
、
病
気
や
災
害
を
共
に
克
服
し
て
い

く
の
が
目
的
だ
。

m　　　四　　　県四副

　マニラ市の教会で営まれた戦争犠牲者の合同慰霊祭
　　　　　　　　　　　　(昨年11月、ＡＭＤＡ提供)
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宗
派
を
超
え
慰
霊
祭
詣
一
匹

岡
山
市
楢
津
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
な
ど
超
宗
派
の
僧
リ
ょ
や
教
節
倹
日
を
理
解
し
、
約
二
百
人
が
し
た
」
。
今
年
は
ベ
ト
ナ
ム
で

部
。
鈴
木
剛
史
さ
ん
こ
九
）
ら
六
が
自
費
で
参
加
し
た
。

人
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
十
月
か
ら
　
臨
済
宗
妙
心
寺
沢
棲
真
寺

十
一
月
に
か
け
て
九
力
国
で
実
　
（
広
島
県
大
和
町
）
の
西
亮
天

施
す
る
慰
霊
祭
の
準
備
に
追
わ
住
職
［
’
］
四
）
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ

れ
て
い
た
。
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「
二
年
目
の
今
年
、
激
戦
地
　
－
な
ぜ
、
こ
う
し
た
活
動
に

て
知
ら
れ
る
イ
ン
ド
の
イ
ン
パ
　
取
り
組
む
の
で
す
か
。

集
ま
っ
て
く
れ
た
。

　
西
住
職
の
観
音
経
読
経
と
回

向
文
奏
上
に
続
い
て
現
地
の
司

祭
が
祈
り
を
さ
さ
け
、
最
後
は

の
慰
霊
祭
に
赴
く
。

て
戦
争
被
害
者
の
心
の
ケ
ア
に

踏
み
込
む
も
の
だ
。

　
資
金
調
達
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
協
力
し
て
く
れ
る
宗
教
者
の

確
保
な
ど
懸
案
も
残
る
が
、
将

来
は
約
三
百
ヵ
所
で
の
ヘ
ル
ス

　
日
本
を
代
表
す
る
国
際
Ｎ
Ｇ
ポ
ス
ト
運
営
と
慰
霊
祭
の
継
続

Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
で
あ
る
Ａ
的
な
開
催
を
目
指
し
て
ゆ
く
と

Ｍ
Ｄ
Ａ
。
現
在
、
三
十
力
国
に
い
う
。

の
現
実
の
心
と
向
き
合
っ
て
き
慰
霊
し
、
残
さ
れ
た
人
々
の
現
ン
テ
ィ
ア
参
加
を
お
願
い
し
た

た
。
戦
争
で
家
族
を
失
っ
た
Ａ
在
の
健
康
を
支
え
る
プ
ロ
グ
ラ
い
。

画
し
て
い
ま
す
」
と
鈴
木
さ
ん
。

各
地
で
は
日
本
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
訪
れ
る
宗
教
者
が
、
そ

Ｉ
ル
な
ど
四
ヵ
所
で
新
た
に
計
　
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
津
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
も
い
ム
が
必
要
だ
。
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波
や
ベ
ト
ナ
ム
の
洪
水
な
ど
、
る
。
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人
を

Ａ
Ｍ
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Ａ
の
緊
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形
式
で
合
同
で
慰
霊
す
る
。
同
込
ま
れ
た
人
々

時
に
「
ヘ
ル
ス
ポ
ス
ト
」
と
呼

ぶ
簡
易
診
療
所
を
開
設
し
、
保

健
婦
ら
を
置
い
て
維
持
し
て
い

く
。

　
第
一
回
の
慰
霊
祭
は
昨
年
十

一
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
そ
れ
ぞ

れ
営
ま
れ
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
呼

び
か
け
に
応
え
岡
山
、
広
島
、

滋
賀
の
三
県
か
ら
天
台
宗
、
臨

済
宗
、
最
上
稲
荷
教
、
天
理
教

「
真
の
平
和
構
築
の
モ
デ
ル
に
な
る
」
と
語
る
菅
波
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
山
市
楢
津
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
）

　
上
万
教
が
果
た
す
役
割
が
大

き
い
で
す
ね
。

　
ア
ジ
ア
で
は
仏
教
や
イ
ス
ラ

　
－
い
つ
ま
で
続
け
る
の
で
し

ょ
う
か
。

　
死
者
の
願
い
は
「
忘
れ
て
ほ

し
く
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
。

感
生
ま
れ
る
　
門
前

ム
教
、
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
が
生
診
療
所
も
災
害
に
も
対
応
で
き

活
の
中
に
入
り
込
ん
で
お
り
、
る
よ
う
に
充
実
さ
せ
た
い
。
医

国
際
協
力
に
は
宗
教
へ
の
理
薬
品
な
ど
の
維
持
費
は
か
か
る

解
か
必
要
。
戦
争
犠
牲
者
の
慰
が
、
持
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

霊
な
ら
、
な
お
さ
ら
だ
。
各
地
信
頼
感
が
生
ま
れ
、
平
和
構
築

に
は
日
本
兵
の
遺
骨
も
残
っ
　
に
つ
な
が
る
。
今
後
草
の
根
Ｎ

て
お
Ｕ
、
合
同
慰
霊
祭
で
は
日
Ｇ
Ｏ
を
支
援
す
る
政
府
開
発
援

本
の
宗
教
者
は
欠
か
せ
な
い
。
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
申
請
し
、
広

毎
年
秋
に
実
施
す
る
の
は
、

お
坊
さ
ん
が
比
較
的
、
時
間
が

取
れ
る
か
ら
だ
。
宗
派
を
超

え
、
個
人
の
立
場
で
の
ボ
ラ

島
市
や
沖
縄
県
な
ど
の
平
和
推

進
事
業
と
の
連
携
も
検
討
し
た

？
Ｑ
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